
日時：2019年8月7日 15:00～17:00
場所：実践女子大学渋谷キャンパス 1706会議（17F）

講師：ポール・アームストロング博士
（マンチェスター大学）

実践女子大学教職センター・日英教育学会共催 特別研究会

英国の学校制度における学校ビジネス・マネージャー
-これまでの取り組みを振り返る-

コメント：
仲田康一（大東文化大学）
清田夏代（実践女子大学）

参加費
事前申し込み
不要

NOTICE!!

お問い合わせ先は
清田夏代（seida-natsuyo@jissen.ac.jp）

イングランドでは，学校ビジネスマネージャー（SBM）の役割は，嵐のような政策の様
相に対応するために必要な組織的マネジメントの力量向上を担う主要な立場として発展
してきた。現在，イングランド全体で15,000人以上のSBMが活動している。このセミナ
ーでは，10年かけて氏が蓄積してきたSBMの研究成果に基づいて，SBMがどのような発
展を遂げてきたのか，彼らにチャンスと難題の両方をもたらした，成長と構造改革のた
めの政策はなんであったのかを示しつつ，これまでの流れを考察し，イングランドにお
ける学校制度と（脱）中央集権化に関係する同様のジレンマに直面する他の国々の制度
の両方に対して示唆を行う。

マンチェスター大学教育研究所教育リーダ
ーシップ・マネジメント部門講師。イング
ランドの学校ビジネス専門家研究所
（ISBL）の評議員。氏の最近の研究テーマ
は近年の教育リーダーシップ，マネジメン
ト及び協働である。彼は15年以上にわたり，
国内及び国際的な教育研究プロジェクトに
携わり，またそれを主導してきた。
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